歴史地震研究会2016年度　第4回幹事会議事録
日時：2017年8月10日（木）17：00～19：30
場所：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林能成、内田篤貴、宍倉正展、林豊、石辺岳男（以上、幹事）、中村操、植竹富一（以上、監査役）
欠席者：なし
1． 入退会者の承認
　9名（平井敬氏、熊谷誠氏、小薗崇明氏、梶田諒介氏、辻本侑生氏、山村紀香氏、濱野未来氏、清水政樹氏、大山剛弘氏）から入会届け、9名（桜井貴子氏、原口強氏、尾池和夫氏、文屋信太郎氏、河名俊男氏、世古忠氏、松本敏氏、寺島敦氏、川邊洋氏）から退会届けがあった旨の報告があり承認した。その結果、現在の会員数は309名となった。連絡がつかない会員の中で、消息をつかめる見込みのある会員については会長、副会長が手分けをして連絡を取り会費納入と会員継続の依頼をすることとした。
2． 2017年大会の準備状況
· 大会議室（口頭発表）、中会議室（ポスター会場）を確保し、使用料は支払済である。
· 当日の受付は大会議室の後方に設け、初日の受付サポート要員として1名確保済み。2日目からの参加者は少ないので、幹事のみで対応可能と判断した。
· 発表に関係する書籍のチラシなどはポスター発表の空きスペースに掲示することとした。なお会場での現金の受け渡しは認めない。
· 予稿集は参加予定者よりも多めに印刷することとし、100部とすることが決まった。
· 初日、2日目とも会場の都合で9時開場となるため準備の時間があまりない。都合のつく幹事は9時前に集合し、設営の協力をして9時15分受付開始に間に合わせる。
· タイムキーパーの学生アルバイトをお願いする。依頼する人、担当時間などはLOCで決める。
· 懇親会（2日目に開催）は会費6,000円で計画。会員の年齢層および料理の量を踏まえて、少なめの人数で予約し、飲み物で人数調整をする。「出し物」は行わない。無料送迎バスは乗車定員40人のためオーバーする可能性があるが、会場までは徒歩移動可能な距離なので比較的年齢の低い参加者をそちらに誘導する。
· 懇親会の役割分担は次の通りとする。司会進行：小松原、乾杯：参加者の中からその場で決定、締めの挨拶：松浦。2018年大会の幹事である松崎氏にも挨拶をお願いする。
· 3日目の巡検は8:30つくば駅集合。鹿島神宮、犬吠埼、小畑池、屏風ヶ浦、伊能忠敬記念館を見学。18:00つくば駅解散予定。佐原での途中解散も認める。
· バスは大型バス（45人乗り）を予約済み。参加申込者は案内者を含めて現時点で39人。
· 小畑池の津波堆積物については東北学院大の柳澤さんに案内を依頼している。
· 食事は犬吠埼の「なぎさや」を手配済み。刺身が入る定食を全員分予約。参加者の中に生魚がダメな人がいるかを確認して対応する。
· 案内者には巡検資料を依頼済み。8月末が原稿の締め切り。
· 巡検案内者の柳澤さんは非会員であるため、旅費・謝金を支払う。
· つくばイノベーションプラザがわかりにくい場所にあるため、LOCで地図を用意して会のホームページに掲載しmushaで案内を流す。
3． 2018年大会について
· 9/22（土）〜9/25（火）、会場は大分市ホルトホールで予約・支払い済み。
· 22（土）午後に公開講演会、23（日）～24（月）が研究発表会と総会。25（火）に巡検を行う。
· 行事委員長は松崎会員に依頼済み。一般講演の講師・テーマについては、行事委員長と小松原副会長が相談して決める。
4． 会則改正について
前回幹事会の議論をもとに、会則改正の案が総務幹事から示され了承された。
改正内容
· 総会の委任状を認める。
· 委任状は電磁的方法での提出を認める。
· 資料を総会前に公開するため、会計年度を現在の9月始まりから1ヶ月前倒しして、8月始まり7月締めとする。
5． 次期会長・監査役について
　現会長の松浦律子氏から立候補の届出があった。また監査役には現職の中村操氏、植竹富一氏が現幹事会メンバー一致で推薦された。
6． 「歴史地震」の編集状況について
· 32号が発行された。印刷部数は昨年度と同じ470部であった。今年は印刷効率のよいきっちり160ページだったので当初予算に比べて大幅に安い値段となった。
· 本号の掲載論文は論説4、資料3、報告6となった。現在、査読中の論文が3件あり、この編集については次期の編集幹事に引き継ぐ。
· 目次の論文の種別が誤っているものがあった。オンライン版では修正し、冊子版では次号に訂正記事を掲載する。
7． ホームページの更新などについて
· ホームページの更新、メーリングリストmushaのメンバー追加を行い、迅速な情報の提供に努めた。
· 「歴史地震」の全号電子化について。1−14号は査読制度が入る以前の発行のため、著作権等への配慮が不十分な論文があることが明確になった。電子化に際しては、その旨と注意事項をホームページ上に掲載した上で段階的に進める。論文ごとに個別に対応することが必要になる。
· 歴史地震の封筒に地震予知振興会の電話番号が入っているが、電話対応までは難しいので次年度からは電話番号は掲載しない。
· 東大地震研から歴史地震についての公募研究の案内が会長あてに届く。会員への周知のため、簡単な案内文を会のwebに掲載し、詳細については地震研の当該ページへのリンクを貼る。
８．次回幹事会の日程
　9月6日（水）17:00〜19:00、地震予知総合研究振興会会議室。主な議題は研究会および総会の準備状況の確認。
